
聞き手：まずは歴史についてお聞かせください。

川島社長：昭和32年に岐阜市東栄町、競輪場の隣で「東
海ボディ㈱」として創業したのが始まりです。3年後の35年
からは、ディーゼルエンジンメーカーが発売した農業用車両
のボディを作り始めました。しかし今でこそディーゼルエンジ
ンは燃費が良い、排出する二酸化炭素量が少ないとも言
われますが、当時はなかなか受け入れられず、3年で生産
中止となってしまいました。そのつながりから、ディーゼルエ
ンジンのサイレンサーやオイルパン、そして農業機械の部品
を受注するようになりました。
　その後の40年代には農業の機械化が大幅に進み、お
得意先が滋賀県にトラクターの工場を新設するのに合わ
せ、当社も進出することになりました。しかし今度は、政府が
減反政策を打ち出したのです。一気に農業機械が売れな
くなりました。この時の苦労から、とにかく健全な経営を、とい
う考えが当社には根付きました。
　昭和36年には東栄工業㈱と社名を改め、50年に本巣
郡巣南町（当時）の現在地へ移転しました。ちなみに、昭和
51年の大水害のことはご存知ですか。

聞き手：台風によるひどい雨で、長良川や周辺の河川
が決壊した時のことですね。私自身も実家が浸水しま
したし、特に安八町や輪之内町などで被害が大きかっ
たと記憶しています。

川島社長：この辺りも、床上どころか1mほど浸水し、工場も

全部水に浸かりました。その時は、駆け付けたお取引先の
方にボートで救援していただいたのだと聞いています。

聞き手：移転早々、大変な事態を乗り越えることになったの
ですね。

川島社長：その後は農家の皆さんに小型や中型のトラ
ター、コンバイン、田植機を1台ずつ買っていただけるといっ
た流れだったのですが、高齢化などの影響で営農の企業
が増えてくると、大型の機械は売れるものの、小型中型の
機械がその何倍も売れなくなるという事態が出てきました。
先進国での排出ガス規制も厳しくなる一方です。そこで4年
前、お得意先のエンジン工場に誘われたのを機に、中国の
青島に進出しました。

聞き手：農業機械の部品となると、やはり精密さが要求さ
れるのでしょうね。

川島社長：溶接部品の中でも比較的高い精度が要求さ
れるものの受注が多いですね。溶接は鉄板と鉄板を合わ
せ、線材と一緒に溶かしながらくっつけるわけですが、厚い
板を溶接する場合は溶け込みが浅いと外れてしまいます。
当社の製品は薄板の加工が多いので、あまり溶かしすぎて
も解け落ちてしまい、熱による歪も発生しますので、技量も
必要になります。

聞き手：ベテランから若手への技術の伝承といった技術
面での人材育成は、紙に書いたマニュアルでは伝えるの

が難しいですね。

川島社長：当社は今年で創業60周年です。今年と来年の
2年間は「伝承・変革」、「攻める・繋ぐ・絶つ」という方針で
取り組んでいます。社是は「熱と誠と人の和で　よい品・よ
い考・より安く」ですので、日頃から社員には「自分が作る製
品はお客様が使うためのもの。お客様に買ってよかったと
思っていただけるように、そして自分にも正直で、丁寧な仕
事をするように」と言っています。作り手の自己満足で作った
ものが、果たしてお客様にとって本当に良いものなのか常
に考えてほしいと思っています。
　そのために、溶接コンテストを社内で実施しています。自
分と他人の技術を見比べることで、客観的なものの見方を
身に付け、お客様の目線に近付くとともに、「他の人よりもうま
くなりたい」と切磋琢磨してほしいと思っています。

聞き手：人材育成で、他にも工夫されていることがあれば
教えてください。

川島社長：昭和48年から、改善提案制度を実施していま
す。社員への創意工夫の意識付けが目的で、1人当たり月
2件という目標もずっと達成できています。もちろん件数だけ
が大切ではないのですが、大きな効果をいきなり狙うのでは
なく、身の回りの小さなことから自分の手で改善し、効果を
確認し、また次の改善へと、自分の知恵をたくさん出してほ
しいという思いで実施しています。
　QCサークルは昭和56年から取り入れていて、事例発表
会は年2回開催しています。次の発表会で77回目となります
が、オーバーヘッドプロジェクタで色セロハンを切り貼りして
いた頃から比べると、パワーポイントでグラフをうまく使って
データを分析するなど、プレゼンの技術とともに、改善する
内容についても、ずいぶんレベルアップしてきました。

聞き手：溶接での作業というのは、現場がとても暑いのだ
ろうな、と想像するのですが。

川島社長：それよりも、溶接時に出る光には強い紫外線が
含まれますし、ヒュームと呼ばれる煙が出ますので、メガネや
マスクが必須です。そのため社内の換気を良くするといっ
た整備も大切です。また、社員が安心して仕事ができるよ

う、「危険予知トレーニング」を取り入れています。おかげで、
危険や変化を「予知する目」が社員にも少しずつ育ってき
たように感じています。安全、衛生、防災の各分野で部会を
作っての取り組みもしています。

聞き手：将来に向けた取り組みなどについてもお聞かせく
ださい。

川島社長：設備の内製化に力を入れていることが強みで
すね。溶接時に使う治具はもちろん、現場の無人搬送車
や金型の自動搬送ラック、それにオイルパンの水没検査
装置といったものを、あえて社内で作っています。そうする
ことで、トラブルが生じてもすぐに対処できますし、自分た
ちの使い勝手が良いようにどんどん改良できます。実際
に、サイレンサーの生産工程では、内製した装置により生
産時の不具合を減らすこともできました。
　このような工夫の成果として、排ガス規制に対応した
製品の受注にも繋がってきています。東海職業能力開発
大学校の先生方やお取引先の開発部門等からアドバイ
スをいただき、ディーゼルエンジンの排出ガスを浄化する
ための触媒を保持する加工設備を内製し、量産化を実
現しました。

聞き手：今後は海外へもさらに進出されるのでしょうか。

川島社長：中国の「青島東栄金属製品有限公司」は進出
した直後から、景気の悪化や円安傾向などでしばらく大変
でした。ようやく生産量も上がりはじめ、落ち着いてきたところ
です。次はインドだともよく言われますが、まずは中国での仕
事を確実に成長させていきたいですね。

●住　　所： 瑞穂市十七条941番地1
●Ｔ Ｅ Ｌ：058－328－3211
●Ｆ Ａ Ｘ：058－328－3215
●Ｕ Ｒ Ｌ：http://toeikogyo.net
●事業内容：産業用エンジン付帯部品および農業・建機・
　　　　　　船舶機器部品の製造
●従業員数：130人

「熱と誠と人の和」で創る
高精度のディーゼルエンジン部品

2 人と経営 2017年6月 Vol.477

東栄工業 株式会社
代表取締役社長

～創業以来60年で培った溶接技術で、中国へも進出～

ディーゼル車のボディ製造から
農業機具の部品製造へ

培った技術をいかに若手に伝えるか

川島 文博 氏
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経営者インタビュー
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機械の内製化が
より良い製品への足がかりに

安全・安心な職場にするために

（一社）岐阜県経営者協会　広報部会委員
岐阜トヨタ自動車㈱

総務部次長 野々村 勤 氏

聞き手

▲ （内製）水没検査装置 ▲ 溶接ロボット
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【岐阜県における大学生の就職内定率は97.3％、高校生は99.9％】
岐阜労働局は平成29年3月末現在の県内大学生と高校生の就職内定状況について発表した。
大学生は就職希望者数3,207人、内定者数3,121人となり、就職内定率は6年連続で上昇し97.3％。
高校生は求職者数4,090人、就職内定者数4,084人となり、就職内定率は99.9％で、統計を取り始めた平
成4年度以降では最高。さらに求人倍率は前年同期比0.23ポイント増の2.11倍（5年連続上昇）で9年ぶりの
2倍超となっている。就職先については、県内就職率が前年より1.2ポイント増加し74.2％となった。

資料出所：岐阜労働局「岐阜県における労働災害発生状況」

資料出所：岐阜労働局「平成29年3月新規大学等卒業者の就職状況（平成29年3月末現在）」
同　　「平成29年3月新規学校卒業者の職業紹介状況（平成29年3月末現在)」

4,164人
4,071人
＋2.3%

卒業予定者数 就職希望者数 就職内定者数 就職内定率
3,207人
3,087人
＋3.9%

3,121人
2,969人
＋5.1%

97.3%
96.2%

＋1.1ポイント

平成28年度（平成29年3月卒）
平成27年度（平成28年3月卒）

前年同期比

新規大学卒業者（短大生除く）の就職状況

【岐阜県内における死傷労働災害　平成28年は1,982人】
岐阜労働局は平成28年における死傷災害発生状況（確定版）を発表した。全体の人数は増加したが、
死亡災害は7人減少し、18人となった。業種別では商業等の事業（37.1％）、製造業（35.7％）が多くなって
いる。
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岐阜
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多治見

関
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岐阜八幡

合計

署別　死傷災害発生状況

19,510人
19,135人
＋2.0%

卒業予定者数 求職者数 就職者数 就職率
4,090人
4,168人
－1.9%

4,084人
4,159人
－1.8%

99.9%
99.8%

＋0.1ポイント

平成28年度（平成29年3月卒）
平成27年度（平成28年3月卒）

前年同期比

新規高校卒業者の職業紹介状況

平成28年 平成27年 対前年比増減
702人
（5人）
360人
（3人）
154人
（2人）
306人
（5人）
267人
（3人）
141人
（0人）
52人
（0人）
1,982人
（18人）

668人
（6人）
357人
（5人）
163人
（5人）
320人
（0人）
243人
（5人）
121人
（3人）
69人
（1人）
1,941人
（25人）

+34人
（－1人）
+3人
（－2人）
－9人
（－3人）
－14人
（+5人）
+24人
（－2人）
+20人
（－3人）
－17人
（－1人）
+41人
（－7人）

業種

製造業

鉱業

建設業

運送業

全産業

農林・畜産
・水産業

商業等の
事業

業種別　死傷災害発生状況
※（）内はその内の死亡者数 ※（）内はその内の死亡者数

平成28年 平成27年 対前年比増減率
707人
（4人）
9人
（0人）
230人
（8人）
205人
（1人）
95人
（3人）
736人
（2人）
1,982人
（18人）

696人
（9人）
7人
（0人）
254人
（9人）
219人
（2人）
90人
（2人）
675人
（3人）
1,941人
（25人）

+11人
（－5人）
+2人
（0人）
－24人
（－1人）
－14人
（－1人）
+5人
（+1人）
+61人
（－1人）
+41人
（－7人）



資料出所：経済産業省「2017年版中小企業白書・小規模企業白書をまとめました」

　第1部では、中小企業・小規模事業者のライフサイクル
と生産性及び中小企業・小規模事業者の雇用環境と人
手不足の現状について分析。第2部では、起業・創業・事
業の承継及び新事業展開による成長、売上拡大に向け
た取組について分析している。
（詳細については、経済産業省HPをご確認ください）

5人と経営 2017年6月 Vol.477

労働行政レーダー
ヘッドライン

【職場のパワハラに関する実態調査】
　厚生労働省はパワーハラスメントの発生状況や企業の
取組状況を把握し、今後の施策に反映させることを目的と
して、全国の企業と従業員を対象に調査を実施した。

過去3年間に1件以上のパワハラに該当する相談を受け
たと回答した企業は36.3％。また、過去3年間にパワハラを
受けたことがあると回答した従業員は32.5％で、24年度調
査時の25.3％よりも増加している。

地域人材流出にかかわる課題の中身

資料出所：独立行政法人労働政策研究・研修機構「資料シリーズNo.188
　　　　　地方における雇用創出―人材還流の可能性をさぐる―」

　雇用機会の面では、賃金水準などの労働条件面のミ
スマッチ、職種・業種等でみたときの選択肢の乏しさな
どを背景として、若者を中心とした人材流出が引き起こ
されていることが、アンケート調査分析、ヒアリング事例
の双方からうかがえた。

女性の採用と管理職への昇進割合

資料出所：独立行政法人労働政策研究・研修機構「調査シリーズNo.169
　　　　　企業の人材活用と男女のキャリア」

　昨今は新卒入社試験における女性の成績の良さが採
用比率の上昇に結びついており、女性採用比率の高い
企業は女性の管理職昇進割合が高い。だが、転勤（事
業所を移る異動）は女性のキャリアにマイナスの影響を
及ぼしている。

平成28年度の求人倍率は全国第3位

資料出所：岐阜労働局「一般職業紹介状況（平成28年度）について」

　岐阜県における平成28年度の有効求人倍率は1.72倍
（前年度比0.14ポイント増）となり、7年連続の上昇。
　正社員求人倍率は1.22倍（同0.17ポイント増）となり、2年
連続で1倍を上回った。また、新規求人に占める正社員求人
の割合は42.4％と3年連続で40％を上回った。

資料出所：総務省「人口統計（平成28年10月1日現在）」

　平成28年10月1日現在の総人口は1億2,693万3千人
（前年比16万2千人減）で6年連続での減少。
　転入・転出による社会増減は4年連続の増加で、日本
人が2千人の減少（6年連続減）、外国人は4年連続の増
加で、増加幅も拡大している。

2017年版中小企業白書・小規模企業白書まとまる

全国の人口　10年連続の自然減少

(n=10,000　単位：％）

パワーハラスメントの発生状況

パワハラの予防・解決に向けた取組を実践している企
業は52.2％。取組を実施すると、企業にとっては実態が把
握しやすくなるとともに、従業員にとっては相談がしやすく
なる。また、取組により職場環境が変わる、コミュニケー
ションが活性化するという効果が得られるほか、「休職
者・離職者の減少」、「メンタル不調者の減少」などの付随
効果が得られる。

パワーハラスメントの予防・解決に向けた取組
状況と効果

何度も繰り返し経験した

500 40302010

資料出所：厚生労働省「『職場のパワーハラスメントに関する実態調査』の報告書を公表します」

35.6

43.1

28.2

27.5

18.5

13.4

13.1

【従業員調査】「過去3年間にパワーハラスメントを受けた
ことがある」と回答した従業員の割合

(n=2,394　単位：％）

【企業調査】パワーハラスメントの予防・解決のための取組
を進めた結果、パワハラの予防・解決以外に得られた効果
（複数回答・一部抜粋）

7.8

0％ 100％80％60％40％20％

17.8 6.9 67.5

時々経験した
一度だけ経験した 経験しなかった

管理職の意識の変化によって
職場環境が変わる

職場のコミュニケーションが
活性化する／風通しが良くなる

管理職が適切なマネジメントが
できるようになる

会社への信頼感が高まる

従業員の仕事への意欲が高まる

休職者・離職者の減少

メンタルヘルス不調者の減少
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高年齢者・障害者・母子家庭の母などの就職困難者を
雇い入れる

学校等の既卒者、中退者が応募可能な新卒求人・募集
を行い、新たに雇い入れる

特定求職者雇用開発助成金
（特定就職困難者コース）

65歳以上の高年齢者を雇い入れる 特定求職者雇用開発助成金
（生涯現役コース）

発達障害者または難治性疾患患者を雇い入れる 特定求職者雇用開発助成金
（発達障害者・難治性疾患患者雇用開発コース）

特定求職者雇用開発助成金
（三年以内既卒者等採用定着コース）

障害者を初めて雇い入れる 特定求職者雇用開発助成金
（障害者初回雇用コース）

障害者を試行的・段階的に雇い入れる トライアル雇用助成金（障害者トライアルコース
・障害者短時間トライアルコース）

地域雇用開発助成金（地域雇用開発コース）

トライアル雇用助成金（一般トライアルコース）安定就業を希望する未経験者を試行的に雇い入れる

雇用情勢が特に厳しい地域で、事業所を設置して従
業員を雇い入れる

自ら起業し、中高年齢者を雇い入れる 生涯現役起業支援助成金

施設整備をして5人以上の障害者を雇い入れる 中小企業障害者多数雇用施設設置等助成金

障害特性に応じた雇用管理・雇用形態の見直しや柔
軟な働き方の工夫等の措置を講じる

障害者の職業訓練の施設整備などの能力開発訓練事
業を行う、障害者の職業訓練の運営などの能力開発
訓練事業を行う

障害者雇用安定助成金
（障害者職場定着支援コース）

職場適応援助者（ジョブコーチ）による支援を実施
する

労働者の障害や傷病の特性に応じた治療と仕事を両
立させるための制度を導入する

障害者のための雇用管理上必要な介助措置を実施
する

障害者雇用安定助成金
（障害者職場適応援助コース）

障害者雇用安定助成金
（障害・治療と仕事の両立支援制度助成コース）

障害者職業能力開発助成金

障害者作業施設設置等助成金

障害者福祉施設設置案助成金

障害者のための作業施設を整備する

障害者のための福祉施設を整備する

障害者の通勤を容易にさせる措置を実施する

障害者のための事業施設を設置する

障害者介助等助成金

重度障害者等通勤対策助成金

重度障害者等多数雇用事業所施設設置等助成金

①

①

②

平成29年度の雇用関係助成金
　厚生労働省や各機構では各種助成金を支給しており、雇用の安定や職場環境の改善、仕事と家庭の両立支援な
どに役立てることができます。ここでは一部をご紹介します。（詳しくは「雇用関係助成金」で検索してください）

●従業員を新たに雇い入れる場合の助成金

●障害者等の雇用環境整備関係の助成金

① 岐阜労働局　助成金センター（TEL 058-263-5650）
　 または大垣、多治見、高山、恵那、関、岐阜八幡、美濃加茂、中津川の各ハローワーク
② （独）高齢・障害・求職者雇用支援機構　岐阜支部　高齢・障害者業務課（TEL 058-265-5823）

お問合せ先
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評価・処遇制度や研修制度、健康づくり制度、メンター
制度、短時間制社員制度を整備する 職場定着支援助成金（雇用管理制度助成コース）

介護労働者のための賃金制度の整備を行う 職場定着支援助成金
（介護労働者雇用管理制度助成コース）

保育労働者のための賃金制度の整備を行う 職場定着支援助成金
（保育労働者雇用管理制度助成コース）

生産性向上に資する人事評価制度と賃金制度を整備
する 人事評価改善等助成金

65歳以上への定年引上げ等を実施する 65歳超雇用推進助成金
（65歳超継続雇用促進コース）

高年齢者の雇用環境整備の措置を実施する 65歳超雇用推進助成金
（高年齢者雇用環境整備支援コース）

高年齢の有期契約労働者を無期雇用に転換する 65歳超雇用推進助成金
（高年齢者無期雇用転換コース）

介護労働者のために介護福祉機器の導入を行う 職場定着支援助成金（介護福祉機器助成コース）

季節労働者を通年雇用する 通年雇用助成金

男性労働者に育児休業を取得させる

育児休業代替要員を確保する、「育休復帰支援プラ
ン」を策定・導入し、労働者に育児休業を取得させ、原
職等に復帰させる

両立支援等助成金（育児休業等支援コース）

育児・介護等を理由とした退職者の復職支援の取組を
行う 両立支援等助成金（再雇用者評価処遇コース）

両立支援等助成金（出生時両立支援コース）

仕事と介護の両立支援に関する取組を行う 両立支援等助成金（介護離職防止支援コース）

事業所内保育施設を設置・増設・運営する 両立支援等助成金（事業所内保育施設コース）

女性が活躍しやすい職場環境を整備し、目標を達成する 両立支援等助成金（女性活躍加速化コース）

最低賃金の引上げの影響が大きい業種が業界をあげ
て賃金底上げのための環境整備を図る

中小企業最低賃金引上げ支援対策費補助金
（業種別中小企業団体助成金）

事業所内の最も低い時間給を計画的に800円以上に
引き上げる

中小企業最低賃金引上げ支援対策費補助金
（業務改善助成金）

新たに中小企業退職金共済制度に加入する・掛金を
増額する

すべての有期契約労働者等（契約社員・パート・派遣社
員など）の基本給の賃金テーブルを改定し、2％以上
増額させる

退職金共済制度に係る新規加入等掛金助成

③ （公財）児童育成協会　両立支援事業部　　④ 岐阜労働局　雇用環境・均等室（TEL 058-245-1550）
⑤ 厚生労働省　労働基準局　賃金課　　　　⑥ （独）勤労者退職金共済機構　中小企業退職金共済事業本部

労働時間等に関する職場意識の改善を図る 職場意識改善助成金

職場での受動喫煙を防止するための対策を行う 受動喫煙防止対策助成金

キャリアアップ助成金（賃金規定等改定コース）

①

②

③

④

④

⑤

④

⑥

①

●雇用環境の整備関係の助成金

●仕事と家庭の両立に取り組む場合の助成金

●労働時間・賃金・健康確保・勤労者福祉関係の助成金


